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年次報告会オンライン開催のおしらせ 
saveMLAK 報告会 2020 を 6 ⽉ 28 ⽇（⽇）にオ

ンライン開催いたします。詳細なプログラムならび
に参加案内などにつきましては、現在調整中ですの
で、改めてのご案内をお待ちください。まずは皆様
のスケジュール帳に年次報告会予定を記⼊いただ
ければ幸いです。 

 
＜saveMLAK 報告会 2020＞ 

https://savemlak.jp/wiki/saveMLAK:Event/20200628 
 

⽇時：2020 年 6 ⽉ 28 ⽇（⽇）14:00〜16:30 
場所：オンライン ＊Zoom 使⽤予定 
プログラム（予定）： 
第１部 第 111 回 saveMLAK Meetup 
第２部 基調講演 
 図書館の動向調査の⽴ち上げと、ひろがり。 
−「COVID-19 : 多くの図書館が閉館しています」 

吉本⿓司、常川真央 
Zoom 交流会 

 
saveMLAK 会計 

2020 年 2 ⽉〜2020 年 4 ⽉期（合算）会計報告 
収⼊ 

受け取り利⼦         \3 
寄付預り⾦           \1,002 
 

2020 年 4 ⽉末現在残⾼    \669,104 
   +現⾦         \1,002 

【⽷野泰輔／saveMLAK ファンド係】 
 
 

2020 年 3 ⽉〜4 ⽉の出来事と今後の予定 
2 ⽉ 26 ⽇ 
 第 107 回 Meetup を開催 

3 ⽉ 24 ⽇ 
 第 108 回 Meetup を開催 
4 ⽉ 12 ⽇ 
 COVID-19 対応特別 saveMLAK Meetup を開催 
4 ⽉ 23 ⽇ 
 第 109 回 Meetup を開催 
5 ⽉ 21 ⽇ 
 第 110 回 Meetup を開催予定 
6 ⽉ 28 ⽇ 
 年次報告会をオンライン開催予定 
 
 

＜COVID-19 に対する取り組み＞ 
COVID-19 の流⾏をうけて全国各地の MLAK 機関

が休館・閉館をしています。4/9 に発表されたカー
リルがおこなった調査結果*1を受けて、saveMLAK
でも活動をおこそうと、4/12 に「COVID-19 特別対
応 Meetup」が開催されました。この Meetup では
主として次の活動展開について議論され、具体的な
活動に繋がっています。 

1. 各段階での開閉館情報の記録と共有 
2. 各段階での提供サービスの記録と共有 
3. 各種の対応策の相談・共有 

saveMLAK の特設ページ*2にて、これら活動を整
理していますので、可能な範囲での参画や、知⼈の
⽅々への紹介などお願いいたします。 
 

*1 COVID-19 : 多くの図書館が閉館しています（カーリルのブ
ログ） https://blog.calil.jp/2020/04/stay-at-home.html 

*2 COVID-19 ‒ saveMLAK 特設ページ
https://savemlak.jp/wiki/COVID-19#cite_note-
savemlak.jp_20200412-1 

 
ベストプラクティスの共有 

休館やサービスの縮⼩を余儀なくされている状況
にあっても MLAK 機関はそれぞれに特徴的な活動
を模索し、展開しています。saveMLAK では、その
ような活動をはじめとするベストプラクティスを
収集しています。取り組み事例の他にも、各館から
のメッセージを集めたりもしています。お近くの館
の取り組み、ウェブでみかけた取り組みなどを⾒か
けましたら、saveMLAK のページへ書き込みくださ
い。 
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閉開館状況をみんなで可視化 
図書館の閉開館状況を継続的に把握するために、

saveMLAK メンバーほか有志が分担して COVID-
19 の影響による図書館の動向調査を実施していま
す。4 ⽉ 8 ⽇にカーリルがおこなった調査を受け、
その 1週間後である4 ⽉ 15、16 ⽇に第２回⽬の調
査が実施されました。そして、4 ⽉ 22、23 ⽇に第
３回調査が実施されています。次回調査は 5 ⽉初旬
に実施予定であり、現在調査参加者を募っています。 
 第３回調査結果（4/23 発表）によると、休館にな
ることを発表している図書館は調査した1,626館中
1,430 館です。4/16 時点での休館率は 57％でした
が、4/23 時点では 88％となっています。 
また、第３回調査では緊急事態措置による休業要
請の対象に図書館が含まれているかどうかも調査
しています。社会情勢の変化が⼤きい中、継続的な
調査が必要であり、多くの調査協⼒も必要です。ご
関⼼のある⽅は是⾮ご協⼒ください。なお、各調査
結果の詳細は、saveMLAK のウェブサイトに掲載し
ています。 

  

saveMLAK COVID-19libdata チームからの調査員募集 

COVID-19 による都道府県別図書館休館率(4/23 時点) 
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#StayHome, #KeepLibrarianship 
誰もが等しく知りたいことに向き合える機会を

提供し続けてきた公共図書館が、全国⼀⻫に新興感
染症という脅威に直⾯することになりました。なに
をどうすれば正解なのかはわかりませんし、個⼈的
にはただひとつの正解というのはいかなる時もな
いと考えます。それでも、どんな時であっても、ラ
イブラリアンという専⾨職が社会に寄与できるこ
とは、必ずあります。それを各館の事情とも勘案し
て形にするためには、今回の課題に対する臨床や社
会の動向を客観的に捉えることと共に、「いまここ
のわたしたち」を可視化することが⼤切です。⾃分
の⾜元が⾒えていないのにやみくもに歩き出すこ
と、あるいは、何もせず⽬を閉じること。いずれも、
漠然とした不安を増⻑させることにつながるので
はないでしょうか。 

なんとなくFacebookを開いた私の⽬に⾶び込ん
できた、カーリルの吉本⿓司さんとふじたまさえさ
んの⼆⼈による⼀⻫調査の結果。まさに「公共図書
館のいまここを明らかにする取り組み」でした。投
稿の末尾にあった「協⼒してくれる⼈いないかなぁ」
という吉本さんのひとことに参加表明のコメント
が、いくつも。この投稿と岡本真さんの呼びかけか
ら、⼆⼈の熱意は saveMLAK による『COVID-19 の
影響による図書館の動向調査』という全国規模の有
志の活動になりました。 
作業への参加条件は「インターネットを使って各

館の状況確認や⼊⼒作業、情報交換ができること」
です。おおまかに決められた作業の流れや⼊⼒ルー
ルに沿って、できることをできるだけというスタン
スで進めています。データの統合や整理等の役割を
担ってくださる⼈はいますが、リーダーはいません。
ノルマもありません。登録時に本名や所属を明らか
にすることを義務付けてもいないので、実はどんな
ひとが参加しているのかもよくわかっていません。 
先に参加した⼈が新しく参加した⼈に作業のレ
クチャーをする。とりあえず疑問を投げてみると回
答が届く、もしくは議論に発展する。素敵な取り組
みをしている図書館を⾒つけては共有してほっこ
りする。「助けて」と声を出すと「まかせろ」という
スタンプが返ってくる。各⾃の得意を活かして新し
い提案をする。なにもかもゆるやかに進んでいく中、
各⾃の主体性に根ざした「真の協働」で作業が成り
⽴っています。ひょっとするとこのプロジェクトは、

いまここの図書館の姿を残しながらこれからのラ
イブラリアンの姿を写しているのかもしれません。 

このプロジェクトがいつまで続くのか、どのよう
に活⽤されるのか、現時点では誰もわかりません。
ただ、残さなかったものを次の時代に活⽤すること
はできません。いまここは、これまでと、これから
につながっています。今後も、作業や参加の声かけ
は続けていく予定です。ぜひ、より多くの⽅に作業
に加わっていただきたいですし、諸事情があって作
業ができない⽅もこの活動を多くの⽅に紹介いた
だくことで参加していただけたら、うれしいです。 
 

まずは⼈として#StayHome。そして、どんなとき
でも#KeepLibrarianship。 

 
【⼩嶋智美：Independent Librarian】 

所属や⾝分にこだわらない司書として活動中 
現在の活動領域は、医学・医療情報サービス 

 
 

編集後記 
COVID-19 の感染拡⼤防⽌の為、多くの MLAK 機

関にも影響がでており、私たちの⽣活の中にあった
展覧会を観に⾏くことや、本を探し読みに⾏くとい
った当たり前のことが出来なくなってしまってい
ます。しかし、このような状況の中でも、オンライ
ンで可能なサービスを考え、提供している館がたく
さんあります。saveMLAK は変化する今を記録に留
める役割もありますが、MLAK の活動の豊かさを知
ることができる意味も持っているように感じます。 

本号では、COVID-19への対応活動のお知らせや、
⼩嶋さんからのメッセージを掲載いたしました。
#StayHome のいま、このニュースレターをゆっく
りとお読みいただき、さらに saveMLAK ウェブサ
イトを訪れていただけると嬉しいです。 

【あこたかゆき：編集担当】 
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